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会 議 録 

会議の名称 史跡平沢官衙遺跡再整備懇話会（第１回） 

開催日時 令和５年(2023 年)９月 25 日 開会 10：00 閉会 11：50 

開催場所 つくば市役所本庁舎会議室 101 

事務局（担当課） 教育局文化財課 

出 

席 

者 

委員 田中裕（※Zoom より参加） 

三谷芳幸・海野聡・柳原茂男 

その他 栗原悠（茨城県教育庁文化課） 

事務局 石橋文化財課長、広瀬同課係長、久保田同主任 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数  ０人 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

（１）実物大復元建物実施設計について（資料１） 

（２）令和５年度再整備事業について（資料２） 

（３）令和６年度以降の再整備事業（資料３） 

（４）平沢官衙遺跡 WS について（資料４） 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 

会

議

次

第 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 議事 

４ その他 

５ 閉会 
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３ 議事 

（１・２）実物大復元建物実施設計について・令和５年度再整備事業について 

事務局（広瀬）：資料に基づき説明。 

座長（田中）： 大きな変更点として、ヒバから杉へ、というのは既に今年１月

の段階で伺っていました。また、土倉の工事で応札者がいなかったというこ

とですが、随意契約でも、予算的にはもう収まって契約できたということで

よろしいですか。 

事務局（広瀬）： はい。入札で応札者がいなかったために随意契約に切り換え

たので、設計額は変えずに見積合せを実施するという形になり、当初の設計

額内に収まりました。 

座長（田中）： 御意見、御質問お願いします。 

座員（海野）： 国庫補助金の 50％減額はなかなか厳しい判断だったと思いま

すが、当初の４ヶ年計画を延長して、薄く長く実施する、ということではな

く、期間の終わりは変えずに進めるということでしょうか。 

事務局（石橋）： はい。次の議題以降も関わるのでまた御説明いたしますが、

大きく言えば、４年で終わるように、来年度の事業内容を増やして先延ばし

はしないように、補助事業だけでなくて起債事業も検討して調整しています。 

座員（海野）： ありがとうございます。往々にして整備事業は近年大体どこも

減額が著しい影響で、薄く伸ばして実施する、というところが増えています。

その辺りは戦略的に来年・再来年である程度片をつけてほしいです。特に、

平沢官衙遺跡の場合は再整備事業なので、時間が経過するとその分だけ建物

にも影響が増えるため、期間を縮められるところはなるべく縮めていただき

たいです。 

もう１点、茅の葺替えも減額の影響で全面葺替えが１度にできないとのこ

とですが、結局途中まで葺いた状態の段階で、養生はどの程度を想定すると、
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業者さんと打合わせをしていますか。 

事務局（広瀬）： 覆屋を仮設して上を覆う、といったことは検討しておりませ

ん。シートで途中まで覆ってもらうといった、そういったところまでしか確

認していない状況です。 

座員（海野）： 来年度の事業がいつ開始になるかで、長いと半年から１年近く

期間が空いてしまうことがあり得ます。ブルーシート等で覆いをかけて仮設

する、ということはあり得ると思いますが、その場合は茅がだいぶ蒸されて

しまうため、影響の有無もぜひ確認してください。 

事務局（広瀬）： 今年度の対象範囲は仕上げてしまうという形になりますの

で、工事が終わったら仮設は全て取ってしまう予定です。工事の途中は覆い

屋などはないため、適宜ブルーシートなりで養生しながら進める形になると

思います。 

座員（海野）： 分かりました。おそらく、古い茅と新しい茅の継ぎ目の箇所に

一番影響が出てくるでしょうから、状況によってはもう１回重複してやり直

すなりしないといけない可能性も、想定しておいてもらったほうがよいと思

います。 

座長（田中）： ありがとうございました。他にございますか。 

県文化課（栗原）： 今年度事業が入札の関係で、当初の想定より減額というお

話がありましたが、執行状況はいかがですか。特に国庫補助事業ですので、

事業等が変更となる場合は、計画を見直しするなど有効な活用をお願いしま

す。 

事務局（広瀬）： 工事の差金はほとんど出ませんでしたが、材木購入では 100

万円以上の差金が出ております。その差金を使って、これから施工監理委託

と鉄柵の改修工事の契約を考えております。それでも一部余る部分が出そう

なので、その場合には業者と相談して、工事の変更をすれば対応できるかと

思っております。 
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事務局（石橋）： 茅葺きも、今の計画では西面の範囲を隅棟と平行に終えてい

るのを、軒と垂直になるように広げるとか、そのぐらいの変更になると思い

ます。 

県文化課（栗原）： 面積単位で単価があるのかはわかりませんが、茅職人さん

としてはそのような対応は可能ということですか。それでしたら、構いませ

ん。 

事務局（石橋）： 技術的には不可能ではないと思います。積算に関しては再度

設計をして、金額とのバランスで調整していきたいと思います。 

県文化課（栗原）： 50％減の上、さらに減額変更となりますと、次年度以降の

計画を進めていく上で支障になると思いますので、ぜひもらったお金はなる

べく使っていただくようお願いします。 

座長（田中）： 茅工事の範囲を広げた時に、長持ちするかの影響が出にくいよ

うに分ける適切なところは、あるのでしょうか。 

座員（海野）： おそらくそれを判断して、隅のところに一番影響がありますの

で、隅をまわりこんだところまでとしたのは、ある意味では苦しいながらも

そこまでというところでおさめたのではないか思いました。その点では多分

増額した分でも、各面全部を葺けることはないでしょう。そういった意味で

次の隅までいかなければ、状況はそこまで大きくは変わらないのではないか

なとは思います。職人さんはよくご存知でしょうから、よく相談しながら進

めていただきたいです。 

座長（田中）：ほかに意見はございますか。なければ、令和６年度についてお願

いします。 

 

（３）令和６年度以降の再整備事業について 

事務局（広瀬）：資料に基づき説明。 

座長（田中）： ただいまの令和６年度以降の事業の説明につきまして、ご意
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見、ご質問をお願いいたします。 

座員（海野）： 先ほども確認しましたが、起債事業を見込んだとしてもやはり

これまでの補助金の減額が大きいですけど、大丈夫そうですか。計画変更を

余儀なくされる部分はかなり多いと思います。最近の史跡整備においては、

ある程度大きな計画から現実的な計画へ、という変更が多いかと思いますの

で、その辺りの見通しがありましたら、お願いします。 

事務局（石橋）： 現在、補助事業の市負担分に充当する起債以外に、補助事業

と区分された別事業として、地方債を入れた事業ができるよう調整していま

す。それですと金額にある程度弾力性があるような話も聞くので、例えば補

助が少なくなってしまった場合にも、起債分を少し大きくして調整できるの

ではないかと思います。どのくらい、いつまで融通が利くかは調べないとわ

かりませんが、程度調整はできるということでした。物価高などの影響で総

額が上がってしまったら、お金をそれだけかけるかというような話が出てき

てしまうかもしれませんが、現時点では、来年度に関しては、この内容をフ

ルでやれるように検討しています。 

座員（海野）： ありがとうございます。再整備事業なので途中でやめてしまう

ことが、一番どうしようもありません。ある意味最初の史跡整備であれば、

本来でしたらあるはずの「引き返す」という選択肢がないので、少し慎重か

つ、計画的に進めていただきたいです。もう一点、今の話と少し関連します

けれども、木材をいくつか杉に変更しています。今後も材料の変更が出てく

ると思いますが、例えば近年、国の方でも進めようとしている杉の伐採みた

いな話と絡んで、間伐材等で使えるようなものが、提供いただけるかどうか

などそういった手筈というか、コンタクトというのは、県や市のほうでも取

っていらっしゃいますか。他のところでもなんですけれども、今後 60 年生ぐ

らいの杉が多く切られて、それが売られる可能性もちろんありますけれど、

公共事業で使えるのであれば、何か活用できればと思います。県の方でもし
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何か情報があれば、共有していただければと思いますが。 

事務局（石橋）： そういった材料があって、それが有利であれば、ぜひ使いた

いですが、あとは補助事業との齟齬が生じないか、契約の仕方ですとか、そ

ういう点も出てくるかと思うので材木は出てみないと分からないものですか

ね。どのくらいの量をどこで売っているとかは、あらかじめ情報があって、

それに対応する契約の準備などができれば、ぜひ使いたいなとは思います。

以上です。 

県文化課（栗原）： 大きさや材質などの問題があると思うので、提供される見

込みがあるか否かを前提で調べないといけないと思います。今回の整備事業

で使用に適した間伐材で存在するのかどうかが何ともわからないので、もし

やるのであれば制度的なところも含めて確認しながら、御相談ください。 

座長（田中）： そうですね、よろしくお願いします。ちなみに文化庁の補助金

について、県の見通しはいかがでしょうか。 

県文化課（栗原）： 見通しとしては良くないと思います。 

座長（田中）： 現実に合わせた方策が必要ですね。大変ですけれどもよろしく

お願いします。 

座員（海野）： 先ほど見学会の話が出ました。懇話会の見学会もちろん大切で

すが、可能であれば何らかの一般公開というか、特に地域の方に公開する場

を簡単にでも設けられると、非常に親しんでもらえるかなと思います。手間

は増えると思いますが、ぜひ御検討お願いします。 

座長（田中）： いかがでしょうか。 

事務局（石橋）： 案として考えているのは、現在、原材料として買ってきただ

けの茅を保管していますが、それをもう一段階、こしらえる段階があり、そ

こでは結構な人手が必要です。工事費の中でも見込んではいますが、そうい

う部分は、ワークショップやボランティアといった形で、市民参加を呼びか

けたいと思っています。本当は実際の作業風景を現地で見ていただくのが一
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番よいですが、足場の上に子どもが乗っても大丈夫か、といった安全性を考

えると、公開できたとしても、幅広くというよりは地元の大人向けになって

しまうかと思います。しかし業者も決まりましたので、何ができるかは打ち

合わせていきたいです。 

座長（田中）： せっかくの機会です、ぜひなるべく公開の機会を増やしてくだ

さい。他にございますか。柱表示のデザインや色は、また御連絡いただけま

すか。 

事務局（広瀬）： 次回の懇話会で先生方にも現地で工事状況を見ていただく

とともに、せっかく現地に行きますので、柱表示の高さを変えるとどういっ

た雰囲気になるのかを、ダンボールで作った模型を立てながら話ができれば

と思います。 

座長（田中）： 分かりました。不透明なところが大きい中での、現時点での計

画かつ、４か年計画を堅持しながら実施するということでご説明いただきま

した。続きまして平沢官衙遺跡ワークショップについてお願いします。 

 

（４）平沢官衙遺跡 WS について 

事務局（久保田）： 資料に基づき説明。 

事務局（石橋）： 補足です。柱表示の模型を並べたときに、主柱は太くて、周

りはなぜ細いのか、という質問が出ました。主柱と壁外柱列で差をつけまし

た、と説明すると「そうだったのか」、復元建物も周りに短く立っているコン

クリートもそうだったのか、とおっしゃっていました。表示することで気づ

くきっかけになる一方、その説明が足りないのが現状ですし、実際そういっ

た意見もありました。また、柱の大きさに大小と太さ細さをつけてしまうと

大きい方、太い方に価値があって、小さい方、低い方は価値がなく見えるの

ではないかとの声もありました。これはⅡ期とⅢ期を高さで仮に段ボールで

表示して見た結果です。ただ、どういうのが正解というのもない話なので、
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色々な意見がある中で、何を汲み取っていくかということになるかとは思い

ます。一方で、カラーの柱を作ったりもしましたが、学校の授業ですとか、何

かイベントの時に工作して、それぞれ柱にかぶせていくというイベントも、

今後あってもよいかと思いました。カラフルに整備するということはありま

せんが、イベント的にこういう試みができると面白い、という意見もありま

した。 

座員（海野）： 非常によい取り組みだと思います。さらに言うと、やはりこの

再整備の機会を使って、ソフト面のところもぜひ組み合わせていっていただ

きたいです。学校教育との組み合わせは色々なところでやられていますが、

やはり見学して解説を聞いて、という遠足程度のところで終わってしまうこ

とも多いと思います。ですので、柱のところに巻きつけて実際に作ってみる

という取り組みは、面白いでしょう。数日前、愛知県豊川市の三河国分尼寺

のイベントに行きましたが、学校で灯篭に絵を描いて、現地で持っていって、

夜に火をともす、というイベントに、2～300 人が集まったそうです。演奏や

地元の小中学生のプレゼンテーションの場でも使っていましたけれども、実

際自分が作ったものがそういったイベントで使われて、小学生がそれを見る

ために保護者や友人と一緒に史跡を訪れて、みんなが集まってくる、すると

そのぐらいの人数になります。そういった史跡活用のパターンとして、再整

備の機会を活用してもらいたいです。 

事務局（久保田）： はい。平沢官衙遺跡でも、夏休みに「万灯まつり」を実施

しております。地元の筑波幼稚園や秀峰筑波義務教育学校の園児、生徒のみ

なさんが、絵を描いた万灯を朝からひろばの園路沿いに並べているので、保

護者の方々と朝から来てくれておりました。あと、その時にお祭りで太鼓や

歌などの演奏ステージイベントもやりました。 

座員（柳原）： 公称で 700 人来たという実績があります。 

事務局（久保田）：その日は朝から「つくばちびっ子博士」のイベントとして、
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復元建物の扉を開けていました。そのとき初めて来たという方々も結構いら

っしゃったので、引き続き周知のためにそういったイベントができればと思

います。 

座長（田中）： では、特になければこれで議事を終了いたします。進行を事務

局にお返しします。ありがとうございます。 

事務局（広瀬）： どうもありがとうございました。今回いただきました意見を

もとに、今後の事業をすすめていきたいと思います。 

 

（閉会 11：50） 

 

 



史跡平沢官衙遺跡再整備懇話会 令和５年度第１回会議 

次第 

 

日時：令和５年（2023 年）９月 25 日（月）午後３時 00 分～ 

会場：つくば市役所 101 会議室 

 

 

１ 開会 

 

２ 挨拶 

 

３ 議事 

  （１）実物大復元建物実施設計について（資料１） 

  （２）令和５年度再整備事業について（資料２） 

  （３）令和６年度以降の再整備事業（資料３） 

  （４）平沢官衙遺跡 WS について（資料４） 

 

４ その他 

 

５ 閉会 
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